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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金融営業店に設置され、行員と顧客が共用可能な貨幣取引処理装置において、
　操作手順を表示し必要な入力を行うための操作表示手段を備えるとともに、前記操作表
示手段は、手順の異なる入金処理に係る二つの操作モードを備え、
　前記二つの操作モードが、現金の投入の都度計数開始ボタンを押下することで計数を開
始する操作計数モードと、分割入金における二回目以降の現金投入からは現金投入を検知
して自動的に計数がスタートする連続計数モードとからなり、
　前記行員又は顧客のいずれが占有状態にあるのかを検知する占有状態検知手段を備え、
　前記占有状態検知手段の出力によって予め対応付けられた前記操作計数モード又は連続
計数モードのいずれかを自動的に選択するモード選択手段を備えていることを特徴とする
貨幣取引処理装置。
【請求項２】
　金融営業店に設置された貨幣取引処理装置において、
　操作手順を表示し必要な入力を行うための操作表示手段を備えるとともに、前記操作表
示手段は、手順の異なる入金処理に係る二つの操作モードを備え、
　前記二つの操作モードが、現金の投入の都度計数開始ボタンを押下することで計数を開
始する操作計数モードと、分割入金における二回目以降の現金投入からは現金投入を検知
して自動的に計数がスタートする連続計数モードとからなり、
　前記操作者によって前記操作表示手段より入力されたモード選択情報によって前記操作
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計数モード又は連続計数モードのいずれかを選択するモード選択手段を備え、
　前記モード選択情報が、前記操作者が行員若しくは顧客か、又は連続計数モード選択希
望者若しくは操作計数モード選択希望者かを識別可能なＩＤ情報であり、
　前記モード選択手段は、前記ＩＤ情報によって対応するモードを自動的に選択すること
を特徴とする貨幣取引処理装置。
【請求項３】
　前記モード選択情報を格納したカードと、
　前記カード内に格納された前記モード選択情報を読み取るカード処理手段を、前記操作
表示手段と一体に、若しくは独立して設け、
　前記モード選択手段が、前記カード処理手段で読み取られた前記モード選択情報に基づ
いて、前記操作計数モード又は連続計数モードのいずれかを選択することを特徴とする請
求項２に記載の貨幣取引処理装置。
【請求項４】
　さらに、一時停止ボタンを備え、
　前記連続計数モードの動作中において、前記一時停止ボタンの操作によって一時停止さ
れると前記操作計数モードに切り替わり、前記計数開始ボタンによって計数が再開した後
は前記連続計数モードに復帰することを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の貨
幣取引処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、金融営業店のロビー又は窓口カウンターに設置され、行員と顧客が共用可能
な貨幣取引処理装置に関し、特に、操作する者の属性（行員又は顧客）又は習熟度（熟達
者、初心者）に合わせて操作モードが選択可能な貨幣取引処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、金融営業店（銀行の本支店等）のロビーに設置されているＡＴＭは、紙幣・硬貨
の入出金はできるが、１回の取扱い枚数に制限があり、大口の入出金処理はできなかった
。
　また、大口の現金の入出金を行う特定の法人客用のためのロビー入金機は、多量の硬貨
・紙幣の入金が可能であるが、入金された現金は行員の手で回収して整理する必要がある
。
　一方、両替機は、棒金・小束（紙幣）の投出は行えるが、その棒金・小束は別途包装・
結束されたものを両替機に手で装填するものである。
【０００３】
　これに対して、出納機はバラの現金を受け入れて包装・結束を行い、棒金・小束の投出
が行えるが、行員しか取扱うことができなかった。
　上述のように、大口の入出金を行う顧客はＡＴＭでは処理できないので、窓口担当者に
依頼して行う必要があり、待ち時間増加や担当者の負担となっていた。
　また、特定の法人客はロビー入金機で大口の入金処理を行うことができたとしても、入
金されたバラ状態の現金を回収し、別途整理作業を行う必要があり、これが行員の負担と
もなっていた。
　さらには、両替機に装填する棒金・小束を別の包装装置で包装し、それを手作業で両替
機に装填する作業もあり、これが行員にとって大きな負担となっていた。
【０００４】
　一方、営業店の経営者から見れば、顧客の要求を満足させるためには、上述のように、
ＡＴＭの他に、両替機、ロビー入金機、出納機のおのおのが必要であり、営業店経営に膨
大な費用投資が必要であった。
【０００５】
　かかる事情に鑑み、本出願人は金融営業店のロビー等に設置され、大口の入出金や両替
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が行える顧客操作型の貨幣取引処理装置を既に提案している（特許文献１参照）。この装
置は１台の機械で、ロビー入金機、両替機、出納機を兼用するものである。
【０００６】
　また、窓口カウンターに設置され、カウンターを挟んで顧客とテラー（行員）が対面し
ながら共用することができる窓口用自動取引装置であって、入出金口をテラー側と顧客側
のほぼ中央に配置したことを特徴とする窓口用自動取引装置も提案されている（特許文献
２参照）。
　しかしながら、上述のような従来の貨幣取引処理装置においては、操作手順（モード）
が１種類しか設けられておらず、行員と顧客が共用可能な上述のような装置においては不
都合があった。
【０００７】
　例えば、入金の場合の操作を例にとると、貨幣を投入口へセットした後の計数開始方法
として、従来の出納機は自動スタート、従来の顧客用入金機は使用者がボタン押下等の操
作を行うことによる計数開始であった。
　大量の貨幣を投入口に数回に分けてセットするような場合、顧客用の入金機において計
数開始を自動スタートとすると、セットした瞬間に計数が自動的に開始されてしまうため
、十分な確認を行うことができず、顧客は不安に陥るおそれがある。また逆に、行員用の
出納機等において、使用者によるボタン操作等で計数開始とすると、リジェクト貨幣や追
加貨幣といった少量の貨幣を繰り返し計数する場合もボタン操作等が必要となり、使い慣
れた使用者にとってわずらわしい操作となる。
【０００８】
　すなわち、一般的には装置の扱いに不慣れな顧客のレベルに合わせた操作手順を採用す
ると習熟した行員にとっては効率の悪いものとなるが、逆に、行員のレベルにあわせた操
作手順を採用すると顧客自身で操作することが困難となり、行員の補助を求めることが多
くなり、行員の負担が増える結果となる。
　また、顧客によっては、頻繁に使用することによって操作に習熟すると、それまでの簡
単な操作モードでは効率が悪くなり、不満を感ずる場合がある。
　従って、行員と顧客が共用することが可能な貨幣取引処理装置においては、画一的な操
作手順（モード）では効率的な運用ができないという問題がある。
【特許文献１】特開２００４－７０４８６号公報
【特許文献２】特公平８－３１１６８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は上述のような問題点に鑑み為されたものであり、本発明の目的は、金融営業店
のロビー又は窓口カウンターに設置され、行員と顧客が共用可能な貨幣取引処理装置にお
いて、操作する者の属性（行員又は顧客）又は習熟度（熟達者、初心者）等に応じて操作
モードが選択可能な貨幣取引処理装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、金融営業店に設置され、行員と顧客が共用可能な貨幣取引処理装置に関し、
本発明の上記目的は、
　操作手順を表示し必要な入力を行うための操作表示手段を備えるとともに、前記操作表
示手段は、手順の異なる入金処理に係る二つの操作モードを備え、前記二つの操作モード
が、現金の投入の都度計数開始ボタンを押下することで計数を開始する操作計数モードと
、分割入金における二回目以降の現金投入からは現金投入を検知して自動的に計数がスタ
ートする連続計数モードとからなり、前記行員又は顧客のいずれが占有状態にあるのかを
検知する占有状態検知手段を備え、前記占有状態検知手段の出力によって予め対応付けら
れた前記操作計数モード又は連続計数モードのいずれかを自動的に選択するモード選択手
段を備えていることによって達成される。
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【００１１】
　あるいは、本発明の上記目的は、金融営業店に設置された貨幣取引処理装置において、
操作手順を表示し必要な入力を行うための操作表示手段を備えるとともに、前記操作表示
手段は、手順の異なる入金処理に係る二つの操作モードを備え、前記二つの操作モードが
、現金の投入の都度計数開始ボタンを押下することで計数を開始する操作計数モードと、
分割入金における二回目以降の現金投入からは現金投入を検知して自動的に計数がスター
トする連続計数モードとからなり、前記操作者によって前記操作表示手段より入力された
モード選択情報によって前記操作計数モード又は連続計数モードのいずれかを選択するモ
ード選択手段を備え、前記モード選択情報が、前記操作者が行員若しくは顧客か、又は連
続計数モード選択希望者若しくは操作計数モード選択希望者かを識別可能なＩＤ情報であ
り、前記モード選択手段は、前記ＩＤ情報によって対応するモードを自動的に選択するこ
とによって達成される。
【００１３】
　またさらに、本発明の上記目的は、前記モード選択情報を格納したカードと、前記カー
ド内に格納された前記モード選択情報を読み取るカード処理手段を、前記操作表示手段と
一体に、若しくは独立して設け、前記モード選択手段が、前記カード処理手段で読み取ら
れた前記モード選択情報に基づいて、前記操作計数モード又は連続計数モードのいずれか
を選択することによってさらに効果的に達成される。
【００１４】
　さらにまた、本発明の上記目的は、前記貨幣取引処理装置が、さらに一時停止ボタンを
備え、前記連続計数モードの動作中において、前記一時停止ボタンの操作によって一時停
止されると前記操作計数モードに切り替わり、前記計数開始ボタンによって計数が再開し
た後は前記連続計数モードに復帰するように構成することによって効果的に達成される。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明に係る貨幣取引処理装置によれば、複数の操作モードを備えているため、操作者
のスキルのレベルあるいは処理金額の多寡などによって適当な操作モードを選択できるの
で、効率的な現金処理が可能になる。
　また、本発明の好ましい実施の形態によれば、装置の占有状態に応じて自動的に操作モ
ードを選択するので、操作者による設定が不要となる。さらに、別の実施形態によれば操
作者がモード選択情報を入力することにより操作モードを任意に選択できるので、顧客で
あっても、習熟した者であれば連続計数モードを選択して効率的な処理を行うことも可能
となる。
　さらに別の実施形態によれば、モード選択情報を格納したカードを装置に読み込ませる
ことにより自動的に操作モードを選択できるので、モードを選択する煩わしさがなくなる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　本発明に係る貨幣取引処理装置の好ましい実施の形態について、図面を参照しつつ詳細
に説明する。
　図１は、本発明に係る貨幣取引処理装置１の実施形態の一例を示す外観図（斜視図）で
ある。図１に示されるように、貨幣取引処理装置１は、顧客と行員がそれぞれカウンター
の外側と内側の両方から利用できるように、装置上面のほぼ中央に設けられた紙幣入出金
口１０及び硬貨入出金口１１、それらが使用中であることを示す表示ランプ１２を具備し
ている。なお、紙幣入出金口１０及び硬貨入出金口１１には図示しない紙幣（又は硬貨）
センサが設けられている。また、行員が各種入力操作用のキー操作を行う行員側操作部１
３、入力内容を表示する行員側表示部１４、処理を行う行員のＩＤカード情報等を読み取
るカード処理部１５、顧客が入力操作を行うタッチパネルからなる顧客側操作表示部１６
（なお、図示していないが、顧客のＩＤカードを読み取るカード処理部も一体に設けられ
ている。）と、バラ紙幣入出金部１７と、バラ硬貨入出金部１８と、束紙幣出金部１９（
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この内部に紙幣結束部が設けられている。）と、包装硬貨出金部２０（この内部に硬貨包
装部が設けられている。）と、束紙幣出金口２１と、包装硬貨（棒金）出金口２２とを備
えている。さらには、図示しない制御用ＣＰＵやＲＯＭ等を内部に持つターミナル部とを
備えている。
　なお、特許請求の範囲記載の操作表示手段は、行員側においては、行員側操作部１３と
行員側表示部１４及びカード処理部１５を、顧客側については、顧客側操作表示部１６（
カード処理部も含む）に対応しているが、これに限るものでないことは言うまでも無く、
行員と顧客が文字通り共用する操作表示部を１箇所設け、操作する者（又は習熟度）に応
じて方向及び操作プログラムを切り換えて使用するようにしてもよい。
　また、長手方向が直線形状を成し、短手方向がほぼ四半円弧形状を成す蓋部材３０は、
一方の側が使用しているときは他方の側からは見えないように遮蔽するためのフードであ
る。このフードがどちら側に倒れているかを検出するセンサ(図示せず)が設けられており
、このセンサによって現在どちら側が占有しているのかを検知することができる。このセ
ンサが特許請求の範囲の請求項１の「占有状態検知手段」の実施例である。
【００１７】
　本発明は、操作する者の属性（行員又は顧客）又は習熟度（熟達者、初心者）等に応じ
て操作モードが選択可能な貨幣取引処理装置に関するものであるが、現金処理操作のうち
特に入金処理操作に関して説明する。出金処理の方は必要な金額を入力すれば、あとは装
置の方で自動的に現金を投出してくれるので、習熟度によってほとんど差は出ないが、入
金処理の方は金額の多寡、紙幣と硬貨の混在等によって様々なトラブルが発生するおそれ
があり、習熟度によって処理の効率が異なるからである。
【００１８】
　本発明において、計数すべき現金を入金口に投入した後に、ボタン押す（操作）ことに
よって計数がスタートする入金モードを「操作計数モード」と称する。以下、図２に示す
フローチャートに基づいて、処理の流れを説明する。
　まず、表示画面のメニュー(図示せず)から入金を選択すると（ステップS1）、入金用の
操作画面（図３）が表示されるとともに、入金口のシャッターが自動的に開く（ステップ
S２）。なお、デフォルトでは「操作計数モード」が選択されているものとする。
　一回目の現金を投入し（ステップS3）、画面右下の確認ボタンを押下すると（ステップ
S４）、シャッターが閉じられ（ステップS5）、計数が開始される（ステップS6）。計数
が開始されると、図４の画面が表示され、現在計数中であることを操作者に知らせる。計
数が終了すると（ステップS７）、シャッターが開き（ステップS8）、図５（Ａ）の画面
が表示される。図は一回目の計数結果が５万円であることを示している。次に、二回目の
計数のための現金を入金口に投入し、スタートボタン(図５（Ａ）)を押下すると（ステッ
プＳ１０）、ステップＳ５に戻り、シャッターが閉まり、計数が再スタートする。計数が
スタートすると、図４の画面に戻り、計数が終了すると再び図５（Ａ）の画面が表示され
る。計数すべき残りの現金がなければ、表示された合計金額を確認し、合っていれば確認
ボタンを押して入金処理を確定させ（ステップＳ１１）、合っていなければ取消ボタンを
押して現金を戻し、計数をやり直す。
【００１９】
　次に、計数すべき現金を入金口に投入した後に、確認ボタン押す（操作）ことによって
最初の計数がスタートするが、分割して入金処理を行う場合の二回目以降の計数について
は、現金を入金口にセットするとセンサが現金を検知して、（スタートボタンを押さなく
とも）計数が自動的に再スタートする「連続計数モード」について説明する。
　以下、図６に示すフローチャートに基づいて、処理の流れを説明する。
　まず、表示画面のメニュー(図示せず)から入金を選択するとともに、連続計数モードを
選択する（ステップS２１）、入金用の操作画面（図３）が表示されるとともに、入金口
のシャッターが自動的に開く（ステップS２２）。なお、図３の「自動計数ＯＦＦ」ボタ
ンは「自動計数ＯＮ」に変わっているものとする。
　一回目の現金を投入し（ステップS２３）、画面右下の確認ボタンを押下すると（ステ
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ップS２４）、シャッターが閉じられ（ステップS２５）、計数が開始される（ステップS
２６）。計数が開始されると、図４の画面が表示され、現在計数中であることを操作者に
知らせる。計数が終了すると（ステップS２７）、シャッターが開き（ステップS２８）、
図５（Ｂ）の画面が表示される。図は一回目の計数結果が５万円であることを示している
。次に、二回目の計数のための現金を入金口に投入すると現金検知センサが現金を検出し
て自動的にステップＳ５に戻り、シャッターが閉まり、計数が再スタートする。計数がス
タートすると、図４の画面に戻り、計数が終了すると再び図５（Ｂ）の画面が表示される
。計数すべき残りの現金がなければ、表示された合計金額を確認し、合っていれば確認ボ
タンを押して入金処理を確定させ（ステップＳ３０）、合っていなければ取消ボタンを押
して現金を戻し、計数をやり直す。
【実施例１】
【００２０】
　図７は本発明に係る貨幣取引処理装置の実施例１の動作を示すフローチャートである。
　この実施例では、どちら側の操作部が占有されているかを占有状態検知手段によって検
知し（ステップＳ３１）、たとえば、カウンターの外側が占有状態にあると検知すれば顧
客が使用するものと判断し、操作計数モードに設定される（ステップＳ３２）。また逆に
、カウンターの内側が占有状態にあると検知すれば行員が使用するものと判断し、連続計
数モードに設定される（ステップＳ３３）。また、ステップＳ３１で顧客か行員のいずれ
が操作しているかの判断を占有状態検知手段（蓋部材３０）によって検知したが、カード
を挿入された側が操作側であると判断するようにしてもよい。
【実施例２】
【００２１】
　図８は本発明に係る貨幣取引処理装置の実施例２の動作を示すフローチャートである。
操作表示手段から直接入力されたモード選択情報若しくは、カード処理部で読み取られた
カードに記録されたモード選択情報に基づいて、操作モードを選択設定するものである。
　モード選択情報は、たとえば顧客か行員かの識別情報、習熟者か初心者かの区別、ある
いは操作モード名そのものであってもよい。
　まず、操作者が操作表示手段からモード選択情報を入力あるいは読み取らせる（ステッ
プＳ４１）。入力されたモード選択情報が例えば「行員」であれば「連続計数モード」と
判定し、顧客であれば「操作計数モード」であると判定する。又は、習熟者であれば「連
続計数モード」と判定し、初心者であれば「操作計数モード」判定する。従って、顧客で
あっても習熟者であればそのように入力することによって。連続計数モードを選択するこ
とが可能になる。
　このようにして、連続計数モードが選択されると（ステップＳ４２）、連続計数モード
に移行し（ステップＳ４３）、そうでなければ操作計数モードに移行する（ステップＳ４
４）。
【実施例３】
【００２２】
　図９は本発明に係る貨幣取引処理装置の実施例３の動作を示すフローチャートである。
　本実施例は、分割して入金処理を行う場合に、最初にスタートしたときの操作モードを
二回目以降の処理の際に変更を可能にしたものである。
　図９のフローチャートにおいて、ステップＳ５８までの処理は図２のステップＳ８まで
の処理と同一なので説明は省略する。ステップＳ５９になると、操作画面は図５（Ａ）又
は（Ｂ）のいずれかの画面になっているので、ここでモードを変更する場合（ステップＳ
６１）は「自動計数ＯＦＦ」または「自動計数ＯＮ」ボタンを押してモードを変更する（
ステップＳ６２）。そこで、次の現金をセットする（ステップＳ６３）と、操作計数モー
ド（図５（Ａ）の画面）であれば（ステップＳ６４）スタートボタンを押すことによって
（ステップＳ６５）計数が再開され、連続計数モード（図５（Ｂ）の画面）であれば、現
金センサによって検知されて自動的に計数が再開される。
【実施例４】
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【００２３】
　図１０は本発明に係る貨幣取引処理装置の実施例４の動作を示すフローチャートである
。
これは初期設定が連続計数モード（自動計数ＯＮ）に設定されている行員用の操作表示部
に用いられる操作プログラムの例であり、計数の途中でリジェクト貨幣が大量に発生した
ような場合に、一時停止させ、確認した上で再スタートさせる必要が生ずる場合があるた
め、一時的に操作計数モードに切り換えることを可能としたものである。
　ステップＳ７６までの処理は図６の連続計数モードのステップＳ２６までの処理と同じ
であるので、説明は省略する。次に、一時停止ボタン（図示しないＳＴＯＰボタン）を押
すと（ステップＳ７７）、計数が停止し（ステップＳ７８）、操作計数モードに自動的に
切り換わり（ステップＳ７９）、シャッターが開く（ステップＳ８０）。ここで入金口の
中を確認して（必要であれば現金を投入して）スタートボタンを押下する（ステップＳ８
１）。スタートボタンの押下とともに計数が再スタートし、同時に操作モードも「連続計
数モード」に復帰する（ステップＳ８２）。
　なお、この実施例は行員用のモードとして説明したが、当然ながら習熟度の高い顧客用
の操作プログラムに適用できることは言うまでも無い。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明に係る貨幣取引処理装置の実施形態の一例を示す外観図（斜視図）である
。
【図２】操作計数モードの処理の流れを示すフローチャートの一例である。
【図３】入金処理画面の初期画面の一例である。
【図４】処理中であることを示す画面の一例である。
【図５】計数後の表示画面の一例を示すものである。
【図６】連続計数モードの処理の流れを示すフローチャートの一例である。
【図７】本発明に係る貨幣取引処理装置の実施例１の動作を示すフローチャートである。
【図８】本発明に係る貨幣取引処理装置の実施例２の動作を示すフローチャートである。
【図９】本発明に係る貨幣取引処理装置の実施例３の動作を示すフローチャートである。
【図１０】本発明に係る貨幣取引処理装置の実施例４の動作を示すフローチャートである
。
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